
鹿 屋 市

このたび，ご入園・ご入学される子供さんやご家族の方々，誠におめでとうございます。

日々のお忙しい生活の中で，新しい環境への様々なご準備は想像以上に大変かと思います。

そのような中，当センターでも新生活に備えて新規のサポートの相談が数件よせられており，

新たにサポートを受けられる会員さんにとっては，それがサポート会員さんとの新しい出会いと

なります。これからも会員さんと一緒に子供さんたちの成長を末永く見守りながら，

安心して子育てができる環境づくりのお手伝いができればと思っております。

全体交流会

【人形劇と手遊び】 令和3年1月20日(水)リナシティかのや

“子どもとふれあうための手遊びと絵本の魅力を一緒に楽しみましょう”

講師 学校図書司書「お話グループぶっくる」様

【体験発表】
ファミリー・サポート・センターに登録したきっかけや，実

際に利用または活動した感想などをお話していただきま

した。

利用会員(鶴園ひとみさん)の発表

仕事と子育てを両立しながら，送迎を利用しとても助

かっています。子供とサポート会員さんが一緒に行動し

てくださる中で私自身に言えないことを話していてびっく

り！。サポートして下さることに感謝しています。もっと早く

利用すればよかったと思いました。

両方会員(税所千佳さん)の発表

登録したきっかけは，母の勧めでした。私は，自分の子

どもを託児所に預けていた経験から，お預かりするときは

少しでも楽しい思い出になるように，遊びやおむつ交換

の方法などの工夫をしています。お母様が安心してお子

様を預けることができるよう，これからも試行錯誤しなが

ら頑張っていきたいと思います。

【託児の様子】



♥会員のみなさまへ

・住所，連絡先の変更や,出産情報(赤ちゃんの

名前や生年月日など)は,必ずセンターにお知らせく

ださい。

♥利用会員さんへ

・サポート会員さんへ援助をお願いしたら,セン

ターへ必ず連絡してください。（無届の場合は,保険

の対象になりません。）

♥サポート会員さんへ

・活動報告書は,翌月の５日までの提出となって

おります。ご協力をお願いします。

【 問合せ先 】

社会福祉法人 鹿屋市社会福祉協議会 （鹿屋市ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事務局）

〒893-0009

鹿屋市大手町１番１号 リナシティかのや ２F  福祉プラザ内

電 話 ： (0994)44-2277 FAX (0994)44-7757 

Ｅﾒｰﾙ ： ｆａｍｉ－ｓｕｐｐｏ＠ｋａｎｏｙａｓｙａｋｙｏｕ．ｊｐ

センターからのお願い ご注意下さい！

◆お引越しなどで,センターからの文書が宛先不明

で返ってきたり,連絡がとれない場合は,退会処理を

させていただきます。

◆子どもさんが産まれても,センターに登録がないと

サポートの対象とならない場合がありますので,必ず

センターにご連絡ください。

◆登録された末子が小学校を卒業(子どもさんに障

がいがある場合は１８歳まで)された方は,退会の手

続きをさせて頂い

ております。

「緊急救命講習及び事故防止」に関する講習について

令和元年度より国の要綱が改正され，援助をおこなう会員全員に５年に１回の標記講習会受講が義務付け

られました。

緊急救命講習及び事故防止に関する講習につきましては，年1回開催のフォローアップ講習会または年3回

開催の「会員になるための講習会」の中で必要項目を受講していただきますよう，サポート会員・両方会員の皆

様にはお願い申し上げます。

つきましては，日程が決定次第別途ご案内致しますので，ファミサポだよりや社協ホームページなどでご確認

ください。

記

対象となる方・・・➀サポート会員・両方会員で入会して５年以上経過した方

②①以外で緊急救命及び事故防止に関する知識を深めたい方

サポート会員・両方会員さんへ重要

令和3年1月20日開催 全体交流会に参加してくださった方からの感想
・子供が学校から借りてくる本に対して，ゆっくりと読む機会がありませんでした。人形劇を見て学校図書の方の

話を聞いて“なるほど”“本とはそういう意味なんだ”とすごく感動し，人形劇では少し“うるっ”と涙が出そうでした。

・初めての参加だったので，子供がどのような反応をするかドキドキしながら来たのですが，床に敷き物があった

りおもちゃも用意してありぐずらずに過ごせました。また，私が話を聞けるように子どもと遊んでくれる方がいてくれ

たおかげで，いつもより気楽に楽しむことができました。

・サポートしてくださる方々がどんな人かと思っていたのですが，話を聞かせていただきいろいろなことを考えて

対応してくださっていることがわかって安心しました。 ・・・・・紙面スペースの関係で一部だけの掲載になってしまいました。


